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べてのRu膜厚において 200%を超える高い TMR比を観測し、参照として作製した CoFeSiB、NiFeを用いた
MTJと同程度の高いTMR比が得られることが分かった。また、薄いRu膜厚0.4 nm – 0.7 nmの範囲において
CoFeBとNiFeSiBが磁気的に結合し、よりソフトなNiFeSiBの磁気特性を反映したような磁気抵抗曲線が得ら
れた。一方で0.8 nm以上のRu膜厚においてはCoFeBとNiFeSiBの磁気的な結合が弱まることが分かった。 





















とし、ピン層 IrMnを6 nmと10 nmとした2種類のMTJについて作製し、磁気センサ特性を評価した。IrMn
膜厚によらず、ピン層とフリー層の磁気特性はほぼ同様の結果となった。また、厚い IrMnのMTJにおいては
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